
社団法人日本動物用医薬品協会

会員各位

犬等の輸出入検疫規則の一部を改正する省令等の施行について

当協会の業務運営につきましては、日頃からご支援、ご協力を頂きお礼申し上げます。

さて、標記のことについて、農林水産省消費・安全局長より通知がありましたのでお知

らせします。

動薬協会発 3 号

平成24年1月5日

社団法人

理事長

日本動物用医薬品協会

岡本雄平

(公印省略)



社団法人日本動物用医薬品協会長殿

今般、狂犬病予防法(昭和25年法律第247号)に基づく犬等(犬等の輸

出入検疫規則(平成Ⅱ年農林水産省令第能号)第1条第1項に規定する

犬等をいう。)の輸入検疫について、犬等の輸出入検疫規則及び平成Ⅱ年

12月27日農林水産省告示第 1628 号(犬等の輸出入検疫規則第4条第 1項

の規定に基づき、農林水産大臣の指定する地域を定める等の件)が平成 23

年12月27日付けで別添のとおり改正され、平成24年1月1日から施行さ

れることとなったので、お知らせいたします。

このことについて、御了知の上、今後とも動物検疫に特段の御協力をお

願いします。

犬等の輸出入検疫規則の一部を改正する省令等の施行にっいて

23消安第4923号

平成23年12月27日

農林水産省消費・

鷺市腔壱
安蛎'總闘゛冷

眞跿四距,

接

薬



平成23年12月2フ日火曜日
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一
、

(
前
の
ぺ
ー
ジ
よ
り
続
ぎ
)

裁
判
所
相
続
、
失
綜
、
破
産
特
別
清
算
、
再
生

関
係

地
方
公
共
団
体

教
育
職
員
免
許
状
失
効
関
係

会
社
そ
の
他

工

0
厚
生
労
働
省
令
第
百
五
十
四
号

労
響
災
害
補
償
保
険
法
(
昭
和
二
十
二
年
按
讐
五

十
号
)
第
三
十
三
条
第
三
号
及
び
第
四
十
九
条
の
四
の
規

定
に
基
づ
ミ
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
施
窺
則
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

段
二
十
三
年
十
二
月
二
十
七
日

星
労
働
大
臣
小
宮
山
洋
子

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
施
行
規
則
(
昭
和
三
十
年
労

働
省
令
第
二
十
二
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
六
条
の
十
七
第
二
号
中
「
保
存
」
の
下
に

「
、
原
状
回
復
」
を
加
え
る
。

暑

令

附
則
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

(
係
留
期
問
の
特
例
)

篁
ハ
条
平
成
一
一
十
四
年
一
門
一
日
か
ら
同
年
七
月
三
十

一
日
ま
で
の
問
に
対
象
地
域
今
ノ
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ス

ウ
エ
ー
デ
ン
及
び
英
国
(
グ
レ
ー
ト
・
プ
リ
テ
ン
及
び

北
ア
イ
ル
・
一
フ
ン
ド
に
限
る
J
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
)
か

ら
適
接
輸
入
さ
れ
る
犬
等
の
う
ち
、
次
の
各
号
の
い
ず

れ
に
も
該
当
す
る
も
の
は
、
第
四
条
第
一
項
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
峡
指
定
地
域
か
ら
適
接
輸
入
さ
れ
る

犬
等
と
み
な
す
。

一
当
該
犬
等
が
震
二
十
四
年
一
月
一
日
以
降
に
本

邦
指
定
地
域
馨
対
象
地
域
以
外
の
地
域
か
ら
対

象
地
域
に
輸
入
さ
れ
た
犬
等
並
び
に
同
日
以
降
に
対

象
地
域
内
の
一
の
地
域
か
ら
対
象
地
菁
の
他
の
地

域
に
翰
入
さ
れ
た
犬
等
で
な
い
旨
を
記
載
し
た
輸
出

国
政
府
機
関
の
発
行
す
る
証
明
書
が
添
付
さ
れ
て
い

る
こ
と
。

二
狂
犬
病
の
予
防
注
射
の
実
施
状
況
及
び
血
液
中
の

抗
体
価
を
勘
案
し
て
、
霞
二
十
四
年
一
月
一
日
か

ら
到
着
日
ま
で
の
間
狂
犬
病
に
対
す
る
免
疫
の
効
果

を
有
し
て
い
た
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

(
施
行
期
日
)

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
四
年
一
月
一
日
か
ら
施
行

1
す
る
。
露
過
措
運

2
 
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
労
響
災
害
補
償
保
険

法
施
行
規
則
篇
四
士
ハ
条
の
十
七
第
二
号
の
規
定
は

こ
の
省
令
の
施
行
の
日
(
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
)

以
後
に
発
生
し
た
負
傷
、
疾
病
障
害
又
は
死
亡
に
起

労
働
者
災
嘉
償
保
険
法
(
昭
和
二
十
二
年

す

十
号
)
第
七
条
第
一
項
第
一
号
の
業
務
災
害

び
同
項
第
三
号
の
通
勤
災
筈
に
関
す
る
保
険
給
付
叱
つ

い
て
適
用
す
る
も
の
と
し
、
施
行
日
前
に
発
生
し
た
負

傷
疾
病
、
障
害
又
は
死
亡
に
起
因
す
る
同
項
第
一

の
業
務
災
害
及
び
同
項
第
二
号
の
通
勤
災
害
に
関
す
る

0

貪
口
寸
こ
、
含
、

」
一
」

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
四
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

則 1
 
ノ

Ⅱ貝

統
計
怯
(
謡
十
九
年
法
鴛
五
士
舌
ぢ
)
竿
八
条

の
規
定
に
基
づ
き
海
面
漁
業
生
産
統
計
調
査
規
則
の
一

次
の
よ
う
に
定
め
る

を
改
正
す
る
省
令
を

口

平
成
二
十
三
年
二
月
二
十
七
日

農
林
水
産
大
臣
鹿
野
道
彦

海
面
漁
業
生
産
統
計
胴
査
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令

(
昭
和
二
十
七
年
農
鉢

海
面
漁
業
生
産
統
計
調
査
則
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

五
号
)
の
一
部
を
次

省
令
第
六
十

る
者
に
語
査
票
を
配
布

二
項
中
「
を
代
表
す

第
五
条
第

査
票
若

は
水
護
関
を
代
表

る
者
に

し
、
若
し
く

的
方
式

記
録
媒
体
罷
子
的

式
、
磁

く
は
電
磁
的

に
よ
つ
て
は
認
識

で
き
な

の
他
人
の
知
に
よ
つ
て
は

る
こ
と

機
に
よ

方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計「

情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
(
以
下

磁
的
記
、
'

と
い
う
J
に
係
る
記
録
媒
体
を
い
う
。
以
下
百
じ
J
を

る
者
に

布
し
て
」
を
「
若
し
く
は
水
揚
機
関
を
代
表

方
式
そ

、
方

気

式
、
磁

査
票
金
磁
的
記
に
よ
つ
て
は
認

る
こ
と
が
で
き
な
い
方

,
す

他
人
の
知
覚

式
で
作
ら
れ
た
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情

報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
U
J
を

含
む
。
以
下
同
じ
J
を
送
付
(
電
磁
的
記
録
を
送
信
す
る

て
」
に
、
「
倩
え
付
け
た

場
合
を
含
む
。
以
下
伺
じ
。
)
し

誓
に
表
示
さ
れ
た
電

子
計
算
機
の
映
像
面
若
し
く
は

0
農
林
水
産
省
令
篁
ハ
十
七
号

狂
犬
病
予
防
法
(
昭
和
二
十
五
年
法
鴛
二
百
四
十
七

号
)
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
置
犬
等
の
輸
出
入

検
疫
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。
平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
七
日

農
林
水
産
大
臣
鹿
野
道
彦

犬
等
の
輸
出
入
検
疫
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令

犬
等
の
輸
出
入
検
窺
則
(
平
成
十
一
年
牒
水
産
省

令
篁
ハ
十
八
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
相
当
下
欄
に
掲
げ
る
、
を
「
同
表

の
下
欄
に
定
め
る
」
に
改
め
、
同
項
の
表
輸
入
の
項
第
三

号
中
「
二
年
以
内
の
」
を
「
経
過
し
た
」
に
改
め
る
。

的
記
録
媒
体
に
記
録
さ
れ
て
い
る
事
項
」
を
「
お
い
て
漁

獲
成
績
若
し
く
は
事
業
成
績
に
関
す
る
資
料
」
に
、
「
そ
の

内
容
を
調
査
票
に
転
記
し
て
」
を
「
、
当
該
資
料
の
内
容

を
記
載
し
、
若
し
く
は
記
録
し
た
調
査
票
を
作
成
し
て
」

に
改
め
る
。

笙
ハ
条
第
二
項
中
「
配
布
さ
れ
た
」
を
「
送
付
さ
れ
た
」

に
、
「
記
入
し
、
若
し
く
は
電
磁
的
記
録
蝶
体
に
記
録
し
て
」

「
記
載
し
、
若
し
く
は
記
録
し
て
」
に
、
「
電
磁
的
記
録

媒
体
に
記
録
さ
れ
て
い
る
事
項
を
水
揚
機
関
の
事
務
所
に

備
え
付
け
た
電
孑
計
嚢
の
映
像
面
若
し
く
は
紙
面
に
表

示
す
る
方
法
に
よ
り
」
を
「
水
毅
関
の
事
務
所
に
お
い

て
漁
獲
成
纏
若
し
く
は
事
業
成
績
に
関
す
る
資
料
を
」
に

改
め
る
。
・

第
八
条
第
一
項
中
「
第
六
希
二
項
の
規
定
に
よ
り
送

付
さ
れ
た
調
査
票
又
は
電
磁
的
記
録
媒
体
及
び
統
計
調
査

員
が
作
成
し
た
調
査
票
に
」
を
「
第
五
条
の
規
定
に
ょ
り

統
計
調
査
員
が
作
成
し
た
調
査
票
又
は
第
六
条
箆
二
項
の

規
定
に
よ
り
海
面
漁
業
経
営
体
若
し
く
は
水
揚
機
関
を
代

表
す
る
老
か
ら
送
付
さ
れ
た
調
査
票
に
記
載
さ
れ
、
又
は
」

に
改
め
る
。

第
九
条
の
見
出
し
中
「
漁
獲
成
頬
等
報
告
書
」
を
「
漁

獲
成
横
報
告
書
等
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
を
次
の
よ
う

に
改
め
ゑ
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
場
合
に
は
、
海
面
漁
業
生

産
統
計
を
作
成
す
る
た
め
、
鯛
査
忙
代
え
て
、
次
に
掲

げ
る
報
告
で
あ
つ
て
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
も
の

(
以
下
「
漁
獲
成
績
報
告
書
等
」
と
い
う
J
を
利
用
す

る
こ
と
が
で
ぎ
る
。

一
漁
業
蕗
五
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
農
林

水
産
大
臣
の
許
可
、
同
法
第
六
十
五
条
第
一
項
及
び

三
百

フ
産
資
源
保
護
法
(
昭
和
二
十
六
年
法
儒

三
号
)
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
黒
水
産

臣
若
し
く
は
都
道
府
県
知
事
の
許
可
又
は
漁
業
法
知
事

六
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
都
道
府
県

許
可
を
受
け
て
漁
業
を
営
む
者
が
農
林
水
産
大
臣

は
都
道
府
県
知
事
に
提
出
す
る
漁
獲
成
鎖
又
は
事

成
績
に
関
す
る
穀
告

百
三
十

二
前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
漁
業
繁
又
は
都

四
番
一
項
の
規
定
に
ょ
り
豊
水
産
大
臣
な
報
告

道
府
県
知
事
が
芋
る
漁
業
に
関
す
る
必
要

第
九
条
第
二
項
中
「
漁
獲
成
績
等
報
告
書
の
う
ち
農
林

水
産
大
臣
が
定
め
る
も
の
」
を
「
撫
獲
成
績
報
告
書
等
(
農

林
水
産
大
臣
が
定
め
る
も
の
に
限
る
J
」
忙
、
「
漁
獲
成
績

等
報
告
書
に
記
載
さ
れ
た
」
を
「
漁
獲
成
綾
報
告
書
等
に
,

記
載
さ
れ
、
・
又
は
記
録
さ
れ
た
」
に
、
「
作
成
す
る
も
の
と

す
る
」
を
「
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
に
改
め
、
日

条
第
四
項
中
「
漁
獲
成
綾
等
報
告
書
の
う
ち
第
二
項
の
農

林
水
産
火
臣
が
定
め
る
も
の
以
外
の
も
の
」
を
「
漁
獲
成

綾
報
告
養
等
(
第
二
項
の
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
も
の

i
 
ノ
ノ
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、
,

、

、

0
外
務
堂
自
示
第
四
百
十
玉
号

次
に
掲
げ
る
各
国
の
政
府
は
、
昭
和
四
十
年
一
月
十

五
日
に
ハ
ー
グ
で
作
成
さ
れ
た
「
民
事
又
は
商
事
に
関
す

る
裁
判
上
及
び
裁
判
外
の
文
妻
の
外
国
に
お
け
る
送
達
及

び
止
局
に
関
す
る
条
約
」
の
加
入
塞
を
、
そ
れ
ぞ
れ
、
そ

の
国
名
に
対
応
す
る
日
に
オ
ラ
ン
ダ
王
国
外
務
省
に
寄
託

し
た
。セ
ル
ビ
ア
共
和
国
股
二
十
二
年
七
月
二
日

マ
ル
タ
共
和
国
設
二
十
三
年
二
月
二
十
四
日

モ
ロ
ッ
コ
王
国
股
二
十
Ξ
年
Ξ
月
二
十
四
日

よ
っ
て
、
同
条
約
は
、
次
に
掲
げ
る
各
国
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
、
そ
の
国
名
に
対
応
す
る
日
に
勢
を
生
じ
た
。

セ
ル
ビ
ア
共
和
国
汲
二
十
三
年
二
月
一
日

マ
ル
タ
共
和
国
謡
二
十
Ξ
年
月
一
日

モ
ロ
ッ
コ
王
国
股
二
十
三
年
一
月
一
日

(
平
成
二
十
Ξ
年
二
月
九
日
付
け
、
同
年
月
十
一
日

付
け
及
び
同
年
一
月
七
日
付
け
在
京
オ
ラ
ン
ダ
大
使
館

口
上
書
)

股
二
十
三
年
二
月
二
十
七
日

外
務
大
臣
玄
葵
一
郎

第
三
条
第
一
項
第
石
冒
中
「
係
る
措
健
の
下
に
「
(
災

害
か
ら
の
住
民
の
安
全
確
保
に
も
資
す
る
措
置
を
含

む
。
)
」
を
加
え
、
同
項
第
ハ
号
中
「
葬
運
営
等
措
置
」

の
下
に
「
(
災
害
か
ら
の
住
民
の
安
全
確
保
に
も
資
す
る
措

債
を
含
む
。
)
」
を
加
え
、
同
項
第
七
号
中
「
準
ず
る
措
置
」

の
下
に
「
(
災
害
か
ら
の
住
民
の
安
全
確
保
に
も
資
す
る
措

置
を
含
む
。
)
」
を
加
え
、
同
項
第
八
号
中
「
た
め
の
措
違

の
下
に
「
(
災
害
か
ら
の
住
民
の
安
全
確
保
に
も
資
す
る
措

圃
を
含
む
。
)
」
を
加
え
、
同
項
美
号
中
「
除
く
」
を
「
除

電
災
害
か
ら
の
住
民
の
安
全
確
保
に
も
資
す
る
措
置
を

含
む
」
に
改
め
る
。

報

0
経
一
産
響
香
告
示
第
四
号

官

発
電
用
施
設
周
辺
地
域
整
備
法
施
行
令
(
昭
和
四
究

、

年
政
令
第
二
百
九
十
三
号
)
第
八
条
第
三
項
並
び
に
補
助

金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
(
昭

和
Ξ
十
年
法
集
百
七
十
九
号
)
及
び
補
助
金
等
に
係
る

予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
(
昭
和
三

十
叢
令
第
二
百
五
十
五
邑
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び

に
発
電
用
施
設
周
辺
地
域
整
備
法
粛
和
四
究
年
法
律

第
七
十
八
号
〕
第
七
条
並
び
に
補
助
金
等
に
係
る
予
算
の

Ⅱ

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

農
林
水
労
産
働
省
省
告
尓
第
吾
ち

食
品
の
製
造
過
程
の
管
理
の
高
度
化
に
関
す
る
臨
時
措

置
法
(
平
成
十
年
法
欝
五
十
九
号
)
筆
七
条
の
規
定

に
基
づ
ぎ
、
社
団
法
人
日
奔
当
サ
ー
ビ
ス
協
会
か
ら
事

務
所
の
所
在
地
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
、
同
蓄

二
十
Ξ
条
の
規
定
に
基
づ
ぎ
、
公
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
二
月
二
十
七
日

厚
生
労
働
大
臣
小
宮
山
洋
子

農
林
水
産
大
臣
鹿
野
道
彦

一
,
変
更
前
の
事
務
所
の
所
在
地

束
京
都
千
代
田
区
神
田
淡
路
町
二
丁
目
三
番
地
二

二
変
更
後
の
事
務
所
の
所
在
地

東
京
都
千
代
田
区
神
田
淡
路
町
二
丁
目
二
十
一
番
地

十
二

三
変
更
の
時
N

髭
二
十
三
年
一
月
三
日

0
農
林
k
産
省
告
示
篁
ノ
号

食
品
の
製
造
過
程
の
管
理
の
高
度
化
に
関
す
る
臨
時
措

置
法
(
震
十
年
法
璽
五
十
九
号
)
筆
八
条
第
一
項

後
段
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
三
年
二
月
十
四
日

付
け
を
も
っ
て
社
団
法
人
日
奔
当
サ
ー
ビ
ス
協
会
及
び
,

公
益
社
団
法
人
日
本
給
食
サ
ー
ビ
ス
協
会
の
認
定
業
務
規

程
の
変
更
の
認
可
を
し
た
の
で
、
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
公
示
す
る
。

凄
二
十
三
年
十
二
月
二
十
七
日

厚
生
労
働
大
臣
小
宮
山
洋
子

農
林
水
産
大
臣
鹿
野
道
彦

-
H
 
指
定
認
定
機
関
の
名
称

社
団
法
人
日
本
弁
当
サ
ー
ビ
ス
協
会

伺
変
更
の
概
要

甕
認
定
機
関
の
事
務
所
の
所
在
地
を
「
集
京
都

千
代
田
隔
田
淡
路
町
二
丁
目
三
番
地
二
」
か
ら
「
東

京
都
千
代
田
区
神
田
淡
路
町
二
丁
目
二
十
一
番
地
十

二
」
に
変
更
す
る
。

国
変
吏
後
の
認
定
業
務
袈

変
更
後
の
社
団
法
人
日
奔
当
サ
ー
ビ
ス
協
会
の

認
定
業
索
程
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

(
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
姦

を
星
労
働
省
医
薬
食
品
局
食
品
安
全
璽
視
安
全

課
及
び
農
林
水
産
省
籍
産
業
局
企
画
課
に
備
え
置

い
て
縦
覧
に
供
す
る
J

二
H
 
指
定
認
定
機
関
の
名
称

公
益
社
団
法
人
日
本
釜
サ
ー
ビ
ス
詔
会

同
変
更
の
概
要

甕
認
定
機
関
の
名
称
を
「
社
団
法
人
日
本
給
食

サ
ー
ビ
ス
協
会
」
か
ら
「
ハ
ム
益
社
団
法
人
日
本
給
食

サ
ー
ビ
ス
協
厶
Ξ
に
変
更
す
る
。

国
変
更
後
の
認
定
業
務
襲

変
更
後
の
公
益
社
団
法
人
日
本
給
食
サ
ー
ビ
ス
協

会
の
認
定
業
1
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

(
「
次
の
と
兆
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
害
類

を
星
労
働
省
医
薬
食
品
局
食
口
嬰
全
部
監
視
安
全

課
及
び
霖
凄
省
食
料
産
業
局
企
画
課
に
備
え
置

正
す
る
。

第
二
条
を
削
る
。

第
三
条
の
見
出
し
を
「
(
漁
獲
成
績
報
告
書
等
)
」
に
改

め
、
同
条
第
一
項
中
「
統
計
部
長
が
農
林
水
産
大
臣
又
は

都
道
府
県
聟
の
許
可
を
得
て
漁
業
を
営
む
者
が
農
林
水

産
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
に
提
出
す
る
漁
獲
成
鐙
又
は

事
業
成
斌
に
関
す
る
報
告
書
(
以
下
「
漁
獲
成
績
等
報
告

書
」
と
い
う
。
)
」
を
「
農
林
水
産
省
大
臣
官
房
統
計
部
長

(
以
下
「
統
計
部
長
」
と
い
う
。
)
が
、
漁
獲
成
績
報
告
書

等
(
同
項
に
規
定
す
る
漁
獲
成
韻
報
告
書
等
を
い
う
。
以

下
同
じ
。
)
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
漁
獲
成
績
等
報

告
書
」
を
「
報
止
巳
に
改
め
、
同
項
に
次
の
た
だ
し
書
を

加
え
る
。
.

た
だ
し
、
竿
二
号
に
掲
げ
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
規

則
第
四
条
第
二
署
号
及
び
第
三
冬
号
に
掲
げ
る
事
項

に
係
る
も
の
に
限
る
。

第
三
条
第
二
項
竿
二
号
を
同
項
竿
Ξ
号
と
し
、
同

項
星
言
ぢ
の
次
に
次
の
言
ぢ
を
加
え
る
。

十
二
小
割
り
式
く
ろ
ま
ぐ
ろ
養
殖
業

第
Ξ
条
第
三
項
中
「
漁
獲
成
精
等
報
告
書
の
う
ち
農
林

水
産
大
臣
が
定
め
る
も
の
」
を
「
農
林
水
産
大
臣
が
定
め

る
漁
獲
成
績
報
告
書
等
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
一
号
を

口
え
る
七
小
割
り
式
く
ろ
ま
で
ろ
養
殖
業

第
Ξ
条
第
万
麥
削
り
、
同
条
を
第
二
条
と
す
る
。

本
則
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

(
電
磁
的
詑
録
等
の
送
付
に
係
る
期
限
)

第
三
条
規
則
第
八
条
第
二
項
及
ぴ
第
Ξ
項
並
び
に
第
九

条
三
項
及
ぴ
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
送
付
に
係
る
期

限
は
、
統
計
部
長
が
定
め
る
も
の
と
す
る
。

0
経
済
産
署
告
示
第
二
百
四
十
八
号

石
油
及
ぴ
可
楼
天
然
ガ
ス
資
源
開
発
法
(
昭
和
二
十

七
年
法
条
百
六
十
二
号
)
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
日
本
海
洋
石
油
資
源
開
発
株
式
会
社
の
実
施
し

た
岩
船
沖
南
M
S
卜
一
号
井
に
係
る
探
鉱
に
ょ
り
発
見
さ

れ
た
油
贋
に
属
す
る
地
下
の
雰
を
次
の
よ
う
に
認
定
し

た
の
で
、
同
条
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

最
二
十
Ξ
筆
二
月
二
十
七
日

経
済
産
美
臣
枝
野
幸
男

北
緯
Ξ
十
八
度
七
分
八
・
四
八
七
秒
東
経
百
三
究

度
十
九
分
二
十
・
四
二
0
秒
(
世
界
側
地
系
)
を
中
心
と

す
る
半
径
二
百
五
十
メ
ー
ト
ル
の
円
内
の
区
域
の
直
下
の

謬
二
千
七
百
八
十
五
・
九
四
メ
ー
ト
ル
か
ら
二
千
八
百

四
十
丁
ニ
ハ
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
問
に
存
す
る
ガ
ス
層
に

属
す
る
も
の

0
農
林
水
産
省
告
示
第
二
千
四
百
十
五
号

犬
等
の
輸
出
入
検
疫
規
則
(
平
成
十
一
年
農
林
奮
省

令
重
ハ
十
八
号
)
第
四
条
拷
一
項
の
規
定
に
基
づ
ミ
平

成
十
一
年
二
月
二
十
七
日
農
林
査
省
告
示
第
壬
ハ
百

二
十
八
号
(
犬
等
の
輸
出
入
検
籍
則
第
四
条
第
一

規
定
に
基
づ
ミ
農
林
水
産
大
臣
の
指
定
す
る
地
域
を
定

め
る
等
の
件
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
塵

十
四
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

設
二
十
三
年
二
月
二
十
七
日

繋
水
産
大
臣
窪
野
道
彦

「
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ス
ウ
エ
ー
デ
ン
」
及
び
「
、
英

国
(
ヴ
レ
ー
ト
・
ブ
リ
テ
ン
及
び
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
限

る
J
」
を
削
る
。

、

七
こ

、

0

海
面
漁
業
生
産
統
計
調
査
規
則
(
昭
和
二
十
七
年
農
林

省
令
篁
ハ
十
五
号
)
美
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定

に
基
づ
ミ
平
成
十
五
年
Ξ
月
二
十
日
農
林
水
産
省
告
示

第
四
百
Ξ
十
五
号
(
海
面
漁
業
生
産
統
計
調
査
規
則
第
四

条
第
四
項
の
農
林
査
大
臣
が
定
め
る
調
査
票
等
を
定
め

る
件
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
四
年

一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
二
十
三
年
二
月
二
十
七
日

農
採
水
産
大
臣
鹿
野
道
彦

i

ノ

,
止
呆
一
号
)
の
一
部
を
二
の
よ
,
つ
に

5

年
経文電

,

、立改電
地正源
地す立

一

域る地
対規地
策則域
交対 文
付 部

科
、、ーノ

交 寸 '冨

寸 大
臣

則
中

平 川、1」
成 の

幸正
十部男春
をΞ

平成23年12月27日火曜日 第5708号

す
平る
成゜

日

部すの行

改た行'
正めの正
す'適化
る電正に
規源化関
則立にす
を地関る

次地す扶
の域る律
よ対法及

に交籍補
定付行助
め金令金
た交の等
の付規に
で規定係
告則をる
示の実予



,
i

号
、

犬
等
の
輸
出
入
検
疫
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
案
新
旧
対
照
条
文

0
 
犬
等
の
輸
出
入
検
疫
規
則
(
平
成
十
一
年
農
林
水
産
省
令
第
六
十
八
号
)

縊
疫
の
場
所
及
ぴ
係
留
期
間
)

第
四
条
家
畜
防
疫
官
は
、
前
二
条
の
規
定
に
ょ
る
検
疫
の
た
め
、
次
の
表
に
掲

げ
る
区
分
に
従
い
、
検
疫
に
係
る
犬
等
を
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
期
間
(
以
下

「
係
留
期
間
」
と
い
う
。
)
動
物
検
疫
所
に
係
留
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

だ
し
、
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
ょ
り
検
疫
を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該

検
疫
に
係
る
犬
等
の
係
留
期
間
が
十
二
時
間
以
内
で
あ
っ
て
家
畜
防
疫
官
が
必

要
と
認
め
る
時
間
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
犬
等
に
つ
き
家
畜
防
疫
官
が
狂
犬
病

に
か
か
っ
て
い
る
お
そ
れ
が
な
く
、
か
つ
、
か
か
る
お
そ
れ
も
な
い
と
認
め
た

と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

新

犬
等
の
区
分

一
・
二
(
略
)

三
次
に
掲
げ
る
書
類
が
添
付
さ

れ
て
い
る
犬
又
は
猫
(
個
体
識

別
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
も

の
に
限
る
。
)

イ
狂
犬
病
に
か
か
っ
て
い
ず

又
は
狂
犬
病
に
か
か
っ
て

、

い
る
疑
い
が
な
い
旨
を
記
載

し
た
輸
出
国
政
府
機
関
の
発

行
す
る
証
明
書

口
狂
犬
病
の
予
防
注
射
(
農

林
水
産
大
臣
の
定
め
る
方
法

4

1

係
留
期
間

(
検
疫
の
場
所
及
び
係
留
期
間
)

第
四
条
家
畜
防
疫
官
は
、
前
二
条
の
規
定
に
ょ
る
検
疫
の
た
め
、
炊
の
表
に
掲

(
賂採
血
日
か
ら
到
着
日
ま
で
の

日
数
(
以
下
「
採
血
後
日
数
」

と
い
う
。
)
を
百
八
十
艮
か
ら

差
し
引
い
て
得
た
日
数
(
採
血

後
日
数
が
百
八
十
日
を
超
え
る

場
合
採
血
後
日
数
が
百
八
十

日
を
超
え
な
い
場
合
に
船
い
て

最
後
の
採
血
日
が
前
回
の
採
血

日
か
ら
百
八
十
日
以
上
経
過
し

た
日
で
あ
る
と
き
又
は
家
畜
防

疫
官
の
発
行
す
る
証
明
書
若
し

げ
る
区
分
に
従
い
、
検
疫
に
係
る
犬
等
を
相
当
下
欄
に
掲
げ
る
期
間
(
以
下
一

係
留
期
間
」
と
い
う
。
)
動
物
検
疫
所
に
係
留
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
ょ
り
検
疫
を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
検

疫
に
係
る
犬
等
の
係
留
期
間
が
十
二
時
間
以
内
で
あ
っ
て
家
畜
防
疫
官
が
必
要

と
認
め
る
時
間
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
犬
等
に
つ
き
家
畜
防
疫
官
が
狂
犬
病
に

か
か
っ
て
い
る
お
そ
れ
が
な
く
、
か
つ
、
か
か
る
お
そ
れ
も
な
い
と
認
め
た
と

き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

(
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
)

一
・
二
(
略
)

三
次
に
掲
げ
る
書
類
が
添
付
さ

れ
て
い
る
犬
又
は
猫
(
個
体
識

別
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
も

の
に
限
る
。
)

イ
狂
犬
病
に
か
か
つ
て
い
ず

又
は
狂
犬
病
に
か
か
っ
て

、

い
る
疑
い
が
な
い
旨
を
記
載

し
た
輸
出
国
政
府
機
関
の
発

行
す
る
証
明
書

口
狂
犬
病
の
予
防
注
射
(
農

林
水
産
大
臣
の
定
め
る
方
法

犬
等
の
区
分

(
瞳採
血
日
か
ら
到
着
日
ま
で
の

日
数
(
以
下
「
採
血
後
日
数
」

と
い
う
。
.
)
を
百
八
十
日
か
ら

差
し
引
い
て
得
た
日
数
(
採
血

後
日
数
が
百
八
十
日
を
超
え
る

場
合
、
採
血
後
日
数
が
百
八
十

日
を
超
え
な
い
場
合
に
お
い
て

最
後
の
採
血
日
が
前
回
の
採
血

日
か
ら
百
八
十
日
以
上
二
年
P

内
の
日
で
あ
る
と
き
又
は
家
畜

防
疫
官
の
発
行
す
る
証
明
書
若

係
留
期
聞

、

入輸

入輸

旧
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に
ょ
る
も
の
に
限
る
。
以
下

同
じ
。
)
を
受
け
て
い
る
旨

本
邦
に
到
着
す
る
日
(
以

、

下
「
到
着
日
」
と
い
う
。
)

前
二
年
以
内
に
採
取
さ
れ
た

血
液
中
の
抗
体
価
(
農
林
水

産
大
臣
の
定
め
る
基
準
に
適

合
す
る
も
の
又
は
こ
れ
と
同

等
以
上
の
検
査
能
力
を
有
す

る
も
の
と
し
て
農
林
水
産
大

臣
の
指
定
す
る
検
査
施
設
に

羚
い
て
、
農
林
水
産
大
臣
の

定
め
る
方
法
に
ょ
り
測
定
し

た
も
の
に
限
る
。
以
下
同
じ

く
は
そ
の
写
し
に
採
血
日
が
記

載
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
十

二
時
問
以
内
で
あ
っ
て
家
畜
防

疫
官
が
必
要
と
認
め
る
時
聞
)

ル
当
た
り
0
・
玉
国
際
単
位

以
上
で
あ
る
旨
及
び
当
該
血

液
が
採
取
さ
れ
た
日
(
以
下

「
採
血
日
」
と
い
う
J
 
を

記
載
し
た
輸
出
国
敢
府
機
関

の
発
行
す
る
証
明
書
又
は
家

畜
防
疫
官
の
発
行
す
る
証
明

書
若
し
く
は
そ
の
写
し

に
ょ
る
も
の
に
限
る
。
以
下

同
じ
。
)
を
受
け
て
い
る
旨

本
邦
に
到
着
す
る
日
(
以

、

下
「
到
着
日
」
と
い
う
。
)

前
二
年
以
内
に
採
取
さ
れ
た

血
液
中
の
抗
体
価
(
農
林
水

産
大
臣
の
定
め
る
基
準
に
適

合
す
る
も
の
又
は
こ
れ
と
同

等
以
上
の
検
査
能
力
を
有
す

る
も
の
と
し
て
農
林
水
産
大

臣
の
指
定
す
る
検
査
施
設
に

お
い
て
、
農
林
水
産
大
臣
の

定
め
る
方
法
に
ょ
り
測
定
し

た
も
の
に
限
る
。
以
下
同
じ
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日
が

記
載
さ
れ
て
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る
場
合
に
は
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時
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内
で
あ
っ
て
家
畜

防
疫
官
が
必
要
と
認
め
る
時
間

(
瞳
(
賂

ル
当
た
り
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・
五
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以
上
で
あ
る
旨
及
び
当
該
血

液
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採
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さ
れ
た
日
(
以
下

「
採
血
日
」
と
い
う
。
)
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記
載
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輸
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国
政
府
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す
る
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又
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附

第
六
条
平
成
二
十
四
年
一
月
一
日
か
ら
同
年
七
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
対
象

(
係
留
期
間
の
特
例
)

地
域
(
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ス
ウ
エ
ー
デ
ン
及
び
英
国
(
グ
レ
ー
ト
・
ブ
ジ
テ
ン

及
び
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
限
る
。
)
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
)
か
ら
直
接
輸
入

さ
れ
る
犬
等
の
う
ち
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
は
、
第
四
条

第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
指
定
地
域
か
ら
直
接
輸
入
さ
れ
る
犬
等

と
み
な
す
。

一
当
該
犬
等
が
平
成
二
十
四
年
一
月
一
日
以
降
に
本
邦
指
定
地
域
及
び
対

象
地
域
以
外
の
地
域
か
ら
対
象
地
域
に
輸
入
さ
れ
た
犬
等
並
び
に
同
日
以
降

に
対
象
地
域
内
の
一
の
地
域
か
ら
対
象
地
域
内
の
他
の
地
域
に
輸
入
さ
れ
た

犬
等
で
な
い
旨
を
記
載
し
た
輸
出
国
政
府
機
関
の
発
行
す
る
証
明
書
が
添
付

さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二
狂
犬
病
の
予
防
注
射
の
実
施
状
況
及
び
血
掖
中
の
抗
体
価
を
勘
案
し
て
、

'
平
成
二
十
四
年
一
月
一
日
か
ら
到
着
日
ま
で
の
間
狂
犬
病
に
対
す
る
免
疫
の

効
果
を
有
し
て
い
た
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

附

4

則

則
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闇

雫

犬
等
の
輸
出
入
検
疫
規
則
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
つ
き
、
農
林
水
産
大
臣
の
指
定
す
る
地
域
を
定
め
る
等
の
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件
案
新
旧
対
照
条
文

0
 
平
成
十
一
年
十
二
月
二
十
七
日
農
林
水
産
省
告
示
第
千
六
百
二
十
八
号
(
犬
等
の
輸
出
入
検
疫
規
則
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
農
林
水
産
大
臣
の
指
定
す

(
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
)

る
地
域
を
定
め
る
等
の
件
)

ア
ジ
ア
州
の
う
ち

ヨ
ー
凶
ツ
パ
州
の
、
つ
ち

大
洋
州
の
う
ち

台
湾
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
、
ノ
ル
ウ
エ
ー
(
ス
ヴ
ァ
ル
バ
ル
ト
、

ヤ
ン
・
マ
イ
エ
ン
及
び
欧
州
外
に
あ
る
属
領
を
除
く
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
グ
ア
ム
、
一
一
ユ
ー
ジ
ー
一
フ
ン
ド
、

フ
ィ
ジ
ー
諸
島
ハ
ワ
イ

新

雫

ア
ジ
ア
州
の
う
ち

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
州
の
,
つ
ち

大
洋
州
の
う
ち

台
湾
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ス
ウ
エ
ー
デ
ン
、

ノ
ル
ウ
エ
ー
(
ス
ヴ
ァ
ル
バ
ル
ト
、
ヤ
ン
・
マ
イ
ニ
ン

及
ぴ
欧
州
外
に
あ
る
属
領
を
除
く
。
)
、
英
国
(
グ
レ

ー
ト
・
ブ
リ
テ
ン
及
び
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
限
る
。
)

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
グ
ア
ム
、
ニ
ユ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、

フ
ィ
ジ
ー
諸
島
、
ハ
ワ
イ

旧



(参考)

「犬等の輸出入検疫規則(平成11年農林水産省令第韶号)」及び「平成11年農林水産

省告示第1628号(犬等の輸出入検疫規則第4条第1項の規程に基づき、農林水産大臣

の指定する地域を定める等の件)」の改正の概要につぃて

1 現行制度の概要(別添参考1)

(1)狂犬病予防法(昭和25年法律第247号)は、狂犬病の発生の予防及びまん延の防

止を図るため、①飼い犬の登録、②犬の狂犬病の予防注射、③野犬の捕獲、④犬等

の輸出入検疫の制度を設けており、このうぢ④に関する事務にっいては、農林水産

省が所管している。

具体的には、犬等の輸出入検疫規則(平成Ⅱ年農林水産省令第能号)に粘いて、

本邦ヘ犬等(犬、猫その他の動物をいう。以下同じ。)を輸入する場合には、動物、

検疫所において原則として狂犬病の最大潜伏期間である180日間の係留期間が必要

とされている。

(2)一方、本邦ヘ輸入される犬等について、輸入元の地域が狂犬病の清浄地域である

か否か、当該犬等の飼養状況や狂犬病の予防注射の実施状況等を勘案し、我が国に

狂犬病ウイルスを持ち込むりスクの程度に応じて、(1)の180日間の係留期間を

短縮する措置を講じている。

また、狂犬病の清浄地域(以下「指定地域」という。)については、平成U年12

月27日農林水産省告示第1628号(犬等の輸出入検疫規則第4条第1項の規定に基づ

き、農林水産大臣の指定する地域を定める等の件)により台湾、オーストラリア等

を指定している。

2 改正の概要

(1)指定地域(狂犬病の清浄地域)の見直し[蛋憂亟正]
指定地域として指定している英国'(グレート・ブリテン及び北アイルランドに限

る。)、アイルランド及びスウェーデン(以下「対象地域」という。)において、 E

U諸国等(ノレーマニア等の狂犬病の発生地域が含まれる。)から輸入される犬等の

輸入条件を緩和する制度改正が行われ、平成24年1月1日から施行される予定とな

つている。

これに伴い、対象地域を指定地域から削除するととと,する。ただし、対象地域か

ら直接輸入される犬等のうち次の要件をいずれも満たすものについては、平成24年
1'月1日から7月31日までの間は、指定地域から直接輸入される犬等とみなすこと

とする(別添参考2)。

①特定犬等(平成24年1月1目以降に本邦及び指定地域以外の地域から対象地域

に輸入された犬等をいう。)でない旨を記載した輸出国政府機関の発行する証明

一
.



書が添付されていること。

②狂犬病の予防注射の実施状況及び血液中の抗体価を勘案して、平成24年1月1
日から本邦に到着した日までの間狂犬病に対する免疫の効果を有していたと認め
られること。

(2)狂犬病の非清浄地域等から輸入される犬等の係留期間の見直し[玉1登亟正]
狂犬病の非清浄地域等から輸入される犬等のうち、複数回抗体検査を行ってぃる

犬等については、前回の抗体検査のための採血をした日以降狂犬病の予防注射を定

期的に受けていること等の要件に加え、最後の採血日が前回の採血日から180日以

上2年以内の日で.あるときは、12時間以内の係留のみで輸入することができること

としている。

今般、犬等の輸入検疫の実施状況や狂犬病の専門家からの科学的・専門的な意見

を踏まえ、最後の採血日が前回の採血日から2年以上経過した日である犬等にっい

ても、.狂犬病の予防注射を定期的に受けていること等の要件が満たされていれば、
12時間以内の係留のみで輸入することができることとする(別添参考3)。

3 施行期日

平成24年1月1日とする。



犬猫の輸入に必要な条件

指定地域

マイ夘チップの挿入

(時期は不問)

指定域以外

(注)輸入者は事前に、動物の種類、頭数、滞在国、輸入の準備状況等について動物検疫所に届け出が必要

指定地域で飼養(6ケ月)
(出生以降又は日本から出後
指定地域のみで飼)

①マイ夘刊プ
の挿入

」冥(

犬病ワクチン
の接種(3ケ月
齢から)

健康証明書の取得(過去
2年間の狂犬病未発生に
ついても証明が必要)

輸出直前

フケ月前(1回目接種)
6ケ月前(2回目接種)

今般、英国等からの輸入に対し、一定の暫定措置を講じることとしている。

③血清検査
(抗体価0.5
IU/m1の確認)

あらいぐま、きっね及びスカンクにっいては、指定地域から輸入する場合は犬及び猫に同じ、その他の国から輸入する場合は180日間の係留が必要。

6ケ月前

④待機期間
(6ケ月)
(日本で採血(血;検
査)した場合、 6ケ月
の待機は不要)

別添参考1

日本

^

叉
5 康証明
の取得

^

到着時
の検査

<到時の検>

書類審査(輸出証明の添付の
有無の確認、記載事項の審査及び
届出情報との照合)

犬等の輸送ケージの封印状態
及び輸送経路の確認

個体確認(マイクロチップ等の輸出証明書
に記載された事項との照合)

臨床観察

抗体保有状況調査等のための血液等の採取
(必要に応じて)と物理的事故以外で死亡し
た犬等の精密検査

係留期間の設定及び係留の指示等

条件
充足

出直前

条件
不足

即日

解放

条件の充
足状況に

応じた係
留期間
(、

180日)

'N
、

、
.



巨亟^
英国・アイルランド・スウェーデンから輸入される犬等の係留期間の見直し

23 12 31日P正

①輸出国政府機関の発行する証明書の添付
・狂犬病にかかっていない旨

12時間以内の係留・当該地域に過去2年問狂犬病の発生がない旨
で輸入当該地域において過去180日間*飼養されていた旨

②マイクロチップの装着

1

2. 正

① 輸出国政府機関の発行する証明書の添付
狂犬病にかかっていない旨

当該地域に過去2年間狂犬病の発生がない旨

当該地域において過去180日間*飼養されていた旨
寺犬一でない旨

マイクロチップの装着

平成24 1月1日~到日に犬にメ、する免,亢の交

.

24 1 1

.

~7 31

1^

、又は、その生産(日本から輸出された犬等の場合はその輸出)以来

の

たせぱ

正の 1こカロー
,

桧時間以内の係留
で入可

、

②
③



狂犬病の非清浄地域等から輸入される犬等の係留期間の見官

そのΣ'Ⅲ日力;U 国の"血日力、ら袷0目'上2 'の日の

前回の採血 最後の採血
到着(抗体価0.51U/m1以上) (抗体価0.51U/m1以上)

待機期間180日

初回
ワクチン接種

抗体価

入時

待機期間
180日未満

0.51U/ml

追加
ワクチン接種

2. の血日が

前回の採血

(抗体価0.51U/m1以上)

待機期間180日

抗体検査結果
有効期間2年

口の 日か' 2

初回
ワクチン接種

.入時

追加
ワクチン接種

^

不足分

を係留追加
ワクチン接種

時間内の係留

厄孫露司

日の

抗体検査結果
有効期間2年

到着

追加
ワクチン接種

180日一採血後日数
の係留が必要

畢
12時間以内の係留
で輸入可に

輸入,寺要係留

ー
ー
ー
ー
ー

ー
ー
ー
ー
ー
ー
↓
1

ー
ー
ー

日r
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1
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